
理科（化学基礎） 学習指導案   
単元名 「物質量と化学反応式」 

   

1 学校全体を通して育成したい資質・能力   

国際性豊かで主体的な探究心と論理的思考力・表現力を身に付けた人材の育成   

   

2 単元設定の理由  

(1) 教材観  

観察、実験などを通して、物質量、化学反応式にについて理解させ、それらの観察、実験などの

技能を身に付けさせるとともに、思考力、判断力、表現力等の育成することが主なねらいである。

中学校では、第１分野「水溶液」で，質量パーセント濃度について学習している。ここでは、粒子

の数に基づく量の表し方である物質量の概念を導入し、物質量と質量、物質量と気体の体積との関

係について理解させることがねらいである。  

(2) 生徒観  

対象クラスは、教科書内容を理論的に深く掘り下げる授業ほど、興味・関心が高く持ち、集中し

て理解しようとする姿勢がみられる。実験においても、既習内容と照らし合わせて、試行錯誤しな

がら積極的に取り組むことができる。  

(3) 指導観  

  化学反応式の係数比が化学反応における物質量の比であることから、原子量や分子量、式量の関

係やモル質量の関係、気体の体積との関係や溶液のモル濃度との関係等を理解させたい。生徒実験

では、実験の技能を身に付けさせるとともに、化学反応式の量的関係で求めた結果と実験結果の比

較をさせるなど、探究的な実験を通して身近な物質や様々な事象について興味・関心を高め、科学

的な知識、実験の技能を育成したい。   

   

4 単元の目標   

(1) 物質量の概念を導入し、物質量と質量、物質量と気体の体積との関係について理解させ、化学反 

応式が化学反応に関与する物質と、その量的関係を表すことを見いだして理解すること。  

[知識・技能]  

(2) 反応に関与する物質の質量や体積の間に成り立つ関係を物質量と関連付けて扱い、物質の変

化量を化学反応式から求めることが出来るように理解すること。[思考・判断・表現]  

(3) 化学反応式の量的関係の問題を実際に実験で行い、発生させたい気体の量を計算し実験でき

る。また、予想した気体の発生量を実際の実験結果と比較し検討させることで、物質とその

変化への関心を高め、科学的な知識、実験の技能を養う。[主体的に学習に取り組む態度]  
 
 
 
 



  

  

5 単元の評価規準   

知識・技能   思考・判断・表現   主体的に学習に取り組む態度   

物質量、化学反応式の概念や原

理・法則などを理解していると

ともに、科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。   

物質の変化とその利用につい

て、観察、実験などを通して探

究し、物質の変化とその利用に

おける規則性や関係性を見いだ

して表現するなど、科学的に探

究している。   

物質量と化学反応式に関する事

物・現象に主体的に関わり、見

通しをもったり振り返ったりす

るなど、科学的に探究しようと

している。  

   
※単元目標に迫る問い・本質に迫る問い   

  「物質量とは何か、また化学反応式の量的関係には、どのような規則性や関係性があるのだろうか？」   

   

6 単元の指導計画と評価計画（全 11 時間）   

時

間 

ねらい・学習活動   
重

点 

記

録 

備考・評価方法   

１  

(1)原子の相対質量・原子量   

・相対質量について理解する。  

・原子量について理解する。  

知    

・相対質量の求め方を理解している。   

・相対質量と原子量を区別できている。  

【記述分析】   

２  

(2)分子量・式量、アボガドロ数と物質量  

・分子量と式量について理解する。   

・分子量と式量の違いを理解する。   

・アボガドロ数を説明する。  

・物質量を説明する。  

知    

・分子量と式量の計算を理解している。  

・分子量と式量を区別できている。  

・アボガドロ数と物質量の関係を理解して

いる。【記述分析】   

３  

(3)物質量と質量  

・モル質量について理解する。  

・物質量と質量、粒子の数の関係を理解する。   知    

・原子量・分子量・式量とモル質量の関係

を理解している。  

・物質量と質量、粒子の数について、関連

付けて粘り強くとりくみ、課題を解決し

ようとしている。【記述分析】  

４  

(4)物質量と気体の体積  

・アボガドロの法則とモル体積について理解す

る。   

・気体の体積と物質量、質量の関係について理

解する。  

思    

・アボガドロの法則とモル体積を理解して

いる。  

・気体の体積と物質量、質量について、関

連付けて粘り強くとりくみ、課題を解決

しようとしている。【ペーパーテスト】   

    



５  

(5)溶液の濃度  

・質量パーセント濃度について理解する。   

・モル濃度について理解する。  

・溶液の調製の仕方について理解する。  態  〇  

・質量パーセント濃度やモル濃度の問題の

解き方を理解している。  

・モル濃度と質量パーセント濃度の変換計

算を、粘り強くとりくみ、課題を解決し

ようとしている。【ペーパーテスト】  

６  

(6)  溶解度  

・溶解度曲線について理解する。  

・水和物の溶解度について理解する。  

・再結晶の質量の求め方について理解する。  

思    

・溶解度曲線について理解している。  

・水和物の溶解度や再結晶の計算を、粘り

強く取り組み、課題を解決しようとして

いる。【記述分析】   

７  

(7) 化学反応式、イオン反応式  

・係数の無い化学反応式の係数の付け方を理

解する。  

・問題から化学反応式の立て方を理解する。  

・イオン反応式の立て方を理解する。   

知    

・化学反応式やイオン反応式を作ることが

できる。【記述分析】  

・未定係数法を用いても、化学反応式を作

ることができる。  

８  

(8) 化学反応式の量的関係①  

・化学反応式の係数比は、粒子の数の比や物

質量の比であることを表現する。  

・質量や気体の体積との関係についても表現

できる。  

思    

・化学反応式の係数比は、粒子の数の比で

もあり、物質量の比でもあることを理解

している。  

・化学反応における質量や気体の体積との

関係も理解している。【記述分析】   

９  
(9)  化学反応式の量的関係②  

・前時の化学反応の量的関係の応用として、  

過不足の問題について理解する。  

態  ○  

・前時の化学反応の量的関係の応用とし

て、過不足の問題について理解できる。 

【ペーパーテスト】   

10 

(10)  化学反応式の量的関係（実験）  

・化学反応の量的関係の定量的な実験を行っ 

  

て理解の定着を図り、実験結果を考察によ

り表現する。  

態  〇  

・化学反応の量的関係を理解した上で、実

験で結果から考察を表現している。  

【行動分析】   

11 

(11) 化学の基礎法則   

・化学の基礎法則について理解する。   

  

・気体反応の法則が証明されるまでの流れ

を、原子説と分子説を用いて理解する。  

知    

・化学の基礎法則について理解している。  

・気体反応の法則が証明されるまでの流れ

を、原子説と分子説を用いて理解してい

る。【ペーパーテスト】   

  
  

7 本時の指導展開（第 6時間 / 全 11 時間）   

（1） 本時（第 6時）のねらい   

教科書 p119の「溶解度曲線」と「水和物の溶解度」についての理解の定着を図る。また、その既習

内容をもとに問題を解きながら「思考・判断・表現」を育成する。   



（2） 評価規準   

中学校の既習内容と授業内容を理解し、応用問題を解くことができるようにする。   

（3） 評価のポイント   

本時では、「①溶媒の質量が変化しても飽和溶液と溶解度の関係を求めることが出来るか」と、「②水

和物やその溶解度に関する問題を通して、理論的に考えることが出来るか」という２点を、「確認テス

ト（ワークシート）」の合否を基に「思考・判断・表現」が育成できたかどうかを評価する。   

（4） 準備する教材・教具   

  教材：第４回 確認テスト「物質量に関わる演習」（前時までの復習）教具：ノートパソコン、プ

ロジェクター、スクリーン  

  

(5) 本時の展開   

  



 


